
2013特別見学ツアー報告書
[姫路仏舎利塔]

　　　　ここが姫路市名古山の墓地公園にある仏舎利塔群





周りに六つの小塔が取り付く中央大塔（仏舎利塔）、その四隅にある四つの隅塔（納骨堂）及び香炉堂を大岡實建築研究所が設計している。
仏舎利塔の背面（左手）にある石仏堂、手前（右手）にある御水屋、そして仏舎利塔の上に記されている宗教美術館はともにインド風の寺院・
仏舎利塔の形態をしているが、他者の設計である。また、右上、左下には東宝塔跡、西宝塔跡と記されており、この地が宗教上の空間として
使われてきたことを物語っている。なお、姫路仏舎利塔は姫路市の発注によるものであり、設計した他の仏舎利塔はすべて日本山妙法寺の
発注であった中で特異な存在となっている。そして大岡實が仏舎利塔の設計を始めた最初の釧路仏舎利塔の次に手掛けた作品であり、また、
勉強のためにインドを回って資料を収集してくる以前の作品ということも、その形態の中にさまざまな意味が見い出せるのではなかろうか。



当初の設計図/左上の平面図を見ると中央大塔と一体になった六つの小塔があり、この仏舎利塔全体の四隅に四つの
隅塔（納骨堂と呼ばれている）が配置されている/中央大塔には蓮弁が記されているが実際には別な模様のデザインが
施されている。（以下の図面及び写真参照）



　　　　正面立面図



左側は隅塔詳細図（その内、南西塔は斜面に建つため別記されている/右側は中央大塔詳細図



　　仏舎利塔を正面から見る/南側から見ていることになる



　　　　アップで見る/手前にある馬蹄形の屋根は香炉堂







　　香炉堂





　　中央大塔の周りに六つの小塔が取り付く形態の仏舎利塔/南西方向から見る



東南方向から見る



　　　アップで見る





　　　中央大塔と小塔 　隅塔から見る仏舎利塔





　　　石垣





　　　　　欄楯を上に進んでみる



　　　　　六つの小塔が取り巻く



　　　左手に隅塔（北東塔）が見える









　　　正面前方下は隅塔（南東塔）



　　　　　　香炉堂を上から見る



　　アップで見る



　　　　　　中央大塔を見上げる



　　　　　　　蓮弁がこのような簡単な模様になっている



　　　　　　　相輪をアップで見る



　　　　　四隅にある納骨堂「東南塔」



　　「東南塔」



　　「東北塔」



　　「東北塔」



　　「西北塔」



　　「西北塔」



　「西南塔」/左下が斜面となっており、ほかの三つの隅塔と平面（入口の位置）が違う



以下、他者の設計と思われるもの
　　仏舎利塔の背面にある石仏堂





　　　　　陸軍墓地と宗教美術館





　　仏舎利塔の手前にある御水屋



お宝写真
　　　　　工事中の写真



香炉堂が手前に見える



当時の絵葉書より
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